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昨
年
12
月
26
日

(
月)

、
役
場
の
議

場
で
ミ
ニ
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
小
学
生
13
名
が
ミ
ニ
議
員
と

な
り
、
苫
米
地
毅
大
く
ん

(

木
内
々
小

６
年)

が
議
長
を
務
め
、
松
林
町
長
を

は
じ
め
助
役
や
教
育
長
が
答
弁
を
行
い
、

本
議
会
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
、
図
書
館
の
建
設
や

信
号
、
街
灯
の
設
置
と
い
っ
た
日
頃
感

じ
る
身
近
な
要
望
や

｢

観
光
地

(

間
木

堤)

の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か｣

、｢

プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
招
い
て
の
講
習
会
を

計
画
し
て
ほ
し
い｣

と
い
っ
た
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
質
問
を
よ
り
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
写
真
を
使
う
な
ど
小
学
生

な
ら
で
は
の
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ミ
ニ
議
員
と
な
っ
た
児
童
た
ち
は
、

緊
張
し
た
と
い
い
な
が
ら
も
、
元
気
よ

く
堂
々
と
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
ミ
ニ
議
員
(

議
長)

の
感
想
文

を
紹
介
し
ま
す
。

議
長

苫
米
地
毅
大(

木
内
々
小
６
年)

１
番

山
内

天
晶(
〃

)

２
番

袴
田

理
尋(

〃

)

３
番

村
田

愛
実(

下
田
小
６
年)

４
番

平
野

真
悟(

木
ノ
下
小
６
年)

５
番

佐
々
木

潤(

下
田
小
６
年)

６
番

林

和
也(

木
内
々
小
６
年)

７
番

林

昂
輝(

下
田
小
６
年)

８
番

炭
田

航(

〃

)

９
番

那
須
あ
ゆ
み(

木
ノ
下
小
６
年)

10
番

徳
永

華
子(

〃

)

11
番

森
脇

陽
平(

〃

)

12
番

高
橋

園
子(

木
内
々
小
６
年)
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①有働 嵐 (下田小６年)
②三戸 拓也 ( 〃 )
③林 昴輝 ( 〃 )
④菅原 渉 (木ノ下小６年)
⑤川口 雄矢 (下田小６年)
⑥新堂 貴陽 (木ノ下小６年)
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①深沢 美希 (木ノ下小６年)

②袴田 未優 ( 〃 )

③村岡 愛美 ( 〃 )

④柏�めぐみ (木内々小４年)

�	��

��

①中田 博文 (青 葉)

②村岡 久 (木ノ下)

③渡辺 豊久 (豊 原)

④村田喜代志 (本 村)


	
�������

①苫米地�子 (下田中２年)

②北向 桃子 ( 〃 )

③柏崎 雅子 (下田中３年)

④村岡美智子 (木ノ下)

⑤木村千代子 (間 木)

����	

①川村 健太 (下田中３年)

②福村 広司 (下田中２年)

③蛯名 大貴 ( 〃 )

④小笠原拓也 (木ノ下中１年)

⑤渡辺 貫太 ( 〃 )

���	
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①澤頭 泰良 (阿光坊)

②松本 拓郎 (木 崎)

③畑山 功一 (木ノ下)

④蛯名 一寿 (向 山)

⑤佐々木正行 (木ノ下)
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１
月
６
日
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
町
内
の
児
童
生
徒
１
０

５
人
が
参
加
し
、
第
19
回
新
年
書

き
初
め
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�

【
金
賞
】
真
石
恵
利

【
銅
賞
】
真
石
菜
生
、
渡
辺
智
展
、

苫
米
地
蓮

�
�
�
�

【
金
賞
】
佐
藤
奈
那

【
銀
賞
】
佐
々
木
美
侑
、中
村
駿
斗

【
銅
賞
】
北
向
美
里
、北
向
智
奈
、

蛯
名
沙
雪

�
�
�
�

【
金
賞
】
正
木
麻
於

【
銀
賞
】
袴
田
智
紘
、
立
花
祐
実

【
銅
賞
】
柏
崎
太
朗
、
遠
藤
智
史

澤
橋
香
月

�
�
�
�

【
金
賞
】
八
重
垣
真
奈
美

【
銀
賞
】
中
村
柊
斗
、
吉
田
咲

【
銅
賞
】
苫
米
地
諒
人
、
西
舘
優
花
、

坂
下
奎
佑
、北
向
周
平
、干
川
健
一
郎

�
�
	
�

【
金
賞
】
柏
崎
紗
喜
子

【
銀
賞
】
遠
藤
亜
衣
、
北
向
幹
人

【
銅
賞
】
小
向
泰
丸
、
松
村
香
澄
、

柏
崎
裕
子
、石
川
健
矢
、類
家
な
つ
み

�
�


�

【
金
賞
】
八
重
垣
稜
佑

【
銀
賞
】
八
重
垣
奈
菜
、
成
田
有
希

【
銅
賞
】
福
井
晶
子
、
向
山
佳
子
、

北
向
真
奈
美
、
昆
悠
紀
子

�
�
�
�

【
金
賞
】
長
畑
桃
子

【
銀
賞
】
正
木
麻
耶
、
松
林
希
歩

【
銅
賞
】
遠
藤
由
佳
子
、
馬
場
優
希
奈
、

佐
々
木
里
紗
、高
橋
園
子
、柏
崎
朱
音

�
�
�
�

【
金
賞
】
馬
場
友
未

【
銀
賞
】
松
村
夏
海
、
坂
下
莉
紗

【
銅
賞
】
柏
崎
真
由
子
、
八
重
垣
大
、

小
金
平
雅
之

�
�
�


�
�

【
金
賞
】
北
向
亜
衣

【
銀
賞
】
山
内
菜
月
、
木
村
朱
里

【
銅
賞
】
松
本
絵
理
、
北
向
美
優
、

松
村
香
里
、
北
向
桃
子

�
�
�

【
特
別
賞
】
マ
ク
マ
キ
ン･

チ
ャ
ー
ル
ズ

１
月
11
日
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
第
21
回
町
内
小
学
生
将
棋

大
会
を
開
催
し
、
各
小
学
校
か
ら

参
加
し
た
豆
将
棋
士
達
が
、
団
体

戦

(

３
人
一
組)

と
個
人
戦
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�

【
優
勝
】
下
田
小
Ｂ
チ
ー
ム

川
口
雄
矢

(

６
年)
、
佐
々
木
潤

(

６
年)

、
炭
田
航

(

６
年)

【
準
優
勝
】
木
内
々
小
Ａ
チ
ー
ム

鈴
木
健
太

(

５
年)

、
八
重
垣
稜

佑

(

５
年)

、
袴
田
陸

(

５
年)

【
第
３
位
】
下
田
小
Ａ
チ
ー
ム

中
野
渡
峻
也

(

５
年)

、
木
村
統

志

(

５
年)

、
林
昴
輝

(

６
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
�

優

勝

工
藤
光
一

木
ノ
下
小
４
年

準
優
勝

落
合
亮
也

木
ノ
下
小
３
年

第
３
位

柴
野
誠
也

木
ノ
下
小
３
年

第
４
位

日
野
口
優
太

木
ノ
下
小
４
年

第
５
位

佐
藤

明

木
ノ
下
小
４
年

第
６
位

小
柴
圭
太

木
内
々
小
１
年

第
７
位

遠
藤
隆
志

木
内
々
小
１
年

第
８
位

松
坂
優
太
郎

木
内
々
小
４
年

�
�
�
�
�
�
�
�
�

優

勝

佐
々
木
潤

下
田
小
６
年

準
優
勝

炭
田

航

下
田
小
６
年

第
３
位

中
野
渡
峻
也

下
田
小
５
年

第
４
位

林

昂
輝

下
田
小
６
年

第
５
位

木
村
統
志

下
田
小
５
年

第
６
位

川
口
雄
矢

下
田
小
６
年

第
７
位

成
田
有
希

木
ノ
下
小
５
年

第
８
位

落
合
秀
也

木
ノ
下
小
５
年

・
あ
お
ぞ
ら

／
星
野
夏

・
新
リ
ア
王(

上
、
下)

／
高
村
薫

・
狐
官
女

／
澤
田
ふ
じ
子

・
み
ち
の
く
殺
意
の
旅

／
西
村
京
太
郎

・
青
春
の
正
体
／
み
う
ら
じ
ゅ
ん

・
亡
命
者

／
大
沢
在
昌

・
夜
市

／
恒
川
光
太
郎

・
生
協
の
白
石
さ
ん
／
白
石
昌
則

・
上
北
、
下
北
の
歴
史

・
旬
の
地
魚
料
理
づ
く
し

／
野
村
祐
三

・
プ
ー
さ
ん
の
鼻

／
俵
万
智

・
デ
ト
マ
ッ
ク
ス

／
大
森
隆
史

・
裏
技
Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
カ
ン
タ

ン
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク(

１
、
２)

／
日
本
テ
レ
ビ

・
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

／
明
橋
大
二

・
ロ
ケ
隊
は
ヒ
ィ
ー

／
室
井
滋

・
１
０
０
回
泣
く
こ
と
／
中
村
航

・
蝶
舞
う
館

／
船
戸
与
一

・
リ
ベ
ン
ジ
は
頭
脳

／
シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

・
砂
漠

／
伊
坂
幸
太
郎

・
医
者
か
ら
も
ら
っ
た
薬
が
わ
か

る
本

／
木
村
繁

・
ナ
ー
ゴ
の
猫
町
め
ぐ
り

／
モ
ー
リ
ー
あ
ざ
み
野

・
脳
内
エ
ス
テ
Ｉ
Ｑ
サ
プ
リ

／
フ
ジ
テ
レ
ビ

・
か
わ
い
い
方
言
手
帖

／
ふ
る
さ
と
な
ま
り
研
究
会

・
こ
の
漢
字
、
わ
か
り
ま
す
か

／
北
原
保
雄
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１
月
11
日
、
当
館
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
愛
好
会
の
皆
さ
ん
と
み
ら
い
館

の
こ
ど
も
た
ち
計
25
名
で
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

｢

お
互
い
に
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
高
齢
者
を
敬
い
大
切
に
す
る

心
を
養
う｣

と
い
う
目
的
で
実
施

し
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
愛
好
会
の
皆

さ
ん
か
ら
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
持
ち

方
、
足
の
位
置
、
ボ
ー
ル
の
打
ち

加
減
な
ど
を
親
切
に
教
え
て
い
た

だ
き
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

・
復
讐
す
る
化
石

／
赤
城

毅

・
湖
西
線
12
×
４
の
謎

／
西
村
京
太
郎

・
チ
ェ
オ
ク
の
剣

(

上･

下)

／
チ
ョ
ン･

ヒ
ョ
ン
ス

・
天
命

／
五
木
寛
之

・
奇
跡
を
信
じ
て

／
ニ
コ
ラ
ス･

ス
パ
ー
ク
ス

・
海
賊
モ
ア
船
長
の
憂
鬱

／
多
島
斗
志
之

・
夜
回
り
先
生
こ
こ
ろ
の
授
業

／
水
谷

修

・
山
内
一
豊

／
山
本

大

・
陰
陽
師

瀧
夜
叉
姫
(

上･

下)

／
夢
枕
獏

・
東
京
タ
ワ
ー

オ
カ
ン
と
ボ
ク

と
、
時
々
、
オ
ト
ン

／
リ
リ
ー･

フ
ラ
ン
キ
ー

・
ア
ニ
メ
絵
本
あ
ら
し
の
よ
る
に

／
木
村
裕
一

・
ナ
イ
ト･

ウ
ォ
ッ
チ

／
セ
ル
ゲ
イ･

ル
キ
ヤ
ネ
ン
コ

・
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

／
明
橋
大
二

・
骨
盤
教
室

／
寺
門
琢
己

・
ハ
ワ
イ
で
大
の
字／

小
栗
左
多
里

・
お
笑
い
芸
人
就
職
読
本

／
増
田
晶
文

・
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
謎
の
お
た

か
ら
大
さ
く
せ
ん
／
原
ゆ
た
か

・
積
木
く
ず
し[

完
全
復
刻
版]

／
穂
積
隆
信

・
ク
イ
ー
ル
へ
の
手
紙／

石
黒
謙
吾

・
バ
ー
テ
ィ
ミ
ア
ス

プ
ト
レ
マ

イ
オ
ス
の
門

／
ジ
ョ
ナ
サ
ン･

ス
ト
ラ
ウ
ド

・
そ
の
日
の
ま
え
に

／
重
松
清

・
息
子
た
ち
と
私

子
供
あ
っ
て

の
親

／
石
原
慎
太
郎

・
Ｍ
7.3
子
ど
も
た
ち
の
み
た
も
の

／
横
木
安
良
夫

・
津
軽
隠
密
秘
帖

／
獏
不
次
男

・
ず
ぶ
と
い
国
、
ず
る
い
国
、
そ

し
て
バ
カ
な
国

／
落
合
信
彦

・
東
京
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ

／
石
田
衣
良

・
女
教
皇
ヨ
ハ
ン
ナ

(

上･

下)

／
ド
ナ･

Ｗ･

ク
ロ
ス

・

｢

親
力｣

で
決
ま
る
！

／
親
野
智
可
等

・
僕
の
行
く
道

／
新
堂
冬
樹

・
八
月
の
砲
声

／
津
本

陽

・
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
／
西
澤
保
彦

・
世
界
お
し
か
け
武
者
修
行

／
椎
名

誠

・
蝶
舞
う
館

／
船
戸
与
一

・
女
が
冴
え
る
と
き
／
桐
島
洋
子

・
恋
せ
ど
も
、
愛
せ
ど
も

／
唯
川

恵
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※
開
催
日
等
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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下
田
町
は
平
成
18
年
３
月
１
日
、

百
石
町
と
の
合
併
に
よ
り

｢

お
い

ら
せ
町｣

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
下
田
町

１
１
７
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

｢

閉
町
記
念
式
典｣

を
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
式
典
に
は
町
民
ど
な
た

で
も
出
席
で
き
ま
す
が
、
準
備
の

都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
10
日(

金)

ま
で
に
、
役
場
総
務
課
へ
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
�

２
月
18
日

(

土)

10
時
〜
11
時
30
分

�
�

下
田
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル

�
�
�
�
	


�
�

総
務
課

℡
内
線
２
０
２
・
２
０
３

日
本
全
国
ど
こ
で
起
き
た
交
通

事
故
で
も
、
弔
慰
金
ま
た
は
ケ
ガ

の
程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を
お
支

払
い
す
る
共
済
制
度
で
す
。



�
�
�

平
成
18
年
４
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

�
�
�

・
予
約
加
入
が
２
月
１
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

・
各
ご
家
庭
に
、
各
町
内
会
の
行

政
連
絡
員

(

又
は
班
長)

が
加

入
の
取
り
ま
と
め
に
伺
い
ま
す

の
で
、
そ
の
際
に
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

・
総
務
課
で
も
随
時
、
受
付
し
て

い
ま
す
。

�
	


�
�

総
務
課

交
通
災
害
共
済
係

℡
内
線
２
０
４

・
平
成
18
年
３
月
１
日
か
ら
、
お

い
ら
せ
町
印
鑑
登
録
証
へ
の
交

換
を
は
じ
め
ま
す
。

・
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
は
旧

町
の
印
鑑
登
録
証
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

�
�
�
�

平
成
18
年
３
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日

(

８
時
15
分
〜
17
時

土
日
、

祝
日
等
は
不
可)

�
�

印
鑑
を
登
録
し
て
い
る
本
人

(

代
理
人
可)

�
�
�
�

・
お
い
ら
せ
町
役
場
本
庁
舎

町
民
課

(

旧
下
田
町
町
民
課)

・
お
い
ら
せ
町
役
場
分
庁
舎

総
合
調
整
課

(

旧
百
石
町
町
民
課)

�
�
�

・
本
人
の
旧
町
で
の
印
鑑
登
録
証

・
本
人
の
登
録
印
鑑

・
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は

代
理
人
の
認
印

※
登
録
印
が
か
け
て
い
る
方
は
、

登
録
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
心
当
り
の
あ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
手
続
等
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

�
 

無
料

※
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
は
新

規
登
録
と
な
り
、
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

※
旧
登
録
証
・
旧
登
録
印
の
全
て
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
た

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
る
こ
と
か
ら
、
申
告
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
税
金
が
減
額
さ
れ
ま

す
。平

成
17
年
分
か
ら
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
に
、
保
険
料
の
支
払

い
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
か
ら

２
月
上
旬
に
、
平
成
17
年
10
月
か

ら
12
月
ま
で
に
そ
の
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
に

｢

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書｣

(

ハ

ガ
キ)

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
確

定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い

(

平
成
17
年
１
月
か
ら
９

月
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
方
へ
は
昨
年
11
月
に
す
で
に

送
付
さ
れ
て
い
ま
す)

。

控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０－

０
０－

９
９
１
１

(

平
成
18
年
３
月
17
日
ま
で
の

平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で)

e
f
g
h
J
K
S
i
j
k
l
J
K

m
�
n
o
`
1
p
A
q
r
U
[
c

-
.

現
在
、
二
つ
以
上
の
年
金
を
受

け
取
る
権
利
が
あ
る
人
は
、
ど
ち

ら
か
の
年
金
を
選
択
し
て
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
に

と
っ
て
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
働

い
て
保
険
料
を
納
め
て
も
、
年
金

給
付
に
反
映
さ
れ
に
く
い
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
18
年
４
月
か
ら

障
害
者
の
生
活
基
盤
を
強
化
し
、

障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
な
が
ら
働
い
て
厚

生
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
は
、

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金

を
一
緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
厚
生

年
金
加
入
者
の
夫
が
亡
く
な
り
障

害
を
持
っ
た
妻
は
、
障
害
基
礎
年

金
と
遺
族
厚
生
年
金
を
一
緒
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

e
f
g
h
J
K
�
s
4
g
h
J
K

�
L
M
N
t
�
b
u
�
v
w
x
y

z
{
U
|
	
@

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
場
合
に
一
定
の
条
件

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
初
診
日

ま
た
は
死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
期
間
に
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

期
間
が
あ
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
、
保
険
料
納
付
済
期
間

(

免
除

期
間
、
学
生
納
付
特
例
期
間
、
若

年
者
納
付
猶
予
期
間
を
含
む)

が
、

３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
平
成
18
年
３
月

末
ま
で
に
初
診
日
ま
た
は
死
亡
日

が
あ
る
場
合
は
、
特
例
と
し
て
そ

れ
ら
の
日
の
前
々
月
ま
で
の
直
近

１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
特
例
措
置
が
平
成
18
年
か
ら

平
成
28
年
へ
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

�
	


�
�

・
町
民
課

℡
内
線
２
２
２

・
八
戸
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
１
７
８－

４
４－

１
７
４
２

���
���
���
���
���
���
���
���



�� �� �� ��

が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
は
再
登
録
と

な
り
、
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
交
換
を
し
た
旧
町
印
鑑
登
録
証

は
窓
口
で
回
収
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

町
民
課

℡
内
線
２
２
６

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
町
内
の

児
童
館
と
児
童
セ
ン
タ
ー
の
入
館

を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入
館
申
請

を
次
の
と
お
り
受
付
し
ま
す
。
ま

た
、
館
内
見
学
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
、
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
	

２
月
６
日(

月)

〜
25
日(

土)

�
�


	

９
時
〜
17
時(

日
祝
日
を
除
く)

�
�
�
�

各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー



�
�
�

入
館
申
請
書
を
各
児
童
館
・
児

童
セ
ン
タ
ー
に
提
出

�
�
�

入
館
が
決
定
す
る
と
登

録
さ
れ
利
用
で
き
ま
す
。

※
母
親
ク
ラ
ブ

(

地
域
活
動
連
絡

協
議
会)

と
児
童
館
・
児
童
セ
ン

タ
ー
の
行
事
が
併
行
し
て
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
入
館
児
童
の
保
護
者

の
方
に
は
、
母
親
ク
ラ
ブ
に
加
入

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。



�
�
�
�
�
�
�

向
山
児
童
館

℡
０
１
７
８－

５
６－

２
３
２
７

秋
堂
児
童
館

℡
０
１
７
８－

５
６－

２
７
４
３

木
ノ
下
児
童
館

℡
０
１
７
８－

５
６－

３
４
４
２

北
部
児
童
セ
ン
タ
ー(

み
ら
い
館)

℡
０
１
７
６－

５
１－

７
０
８
０

下
田
町
体
育
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ

部
主
催
の
大
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

�



２
月
19
日

(

日)

午
前
９
時
受
付
開
始

�
�

ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
下
田

�
�
�

・
大
人
１
�

５
０
０
円

・
学
生
１
�

０
０
０
円



�
�
�

２
月
12
日

(

日)

�
�
�

町
内
在
住
又
は
町
内
に

勤
務
し
て
い
る
方



�
�
�
�
�
�
�

・
ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
下
田

℡
０
１
７
８－

５
６－

８
０
２
２

・
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
７
８－

５
６－

４
７
１
１

下
田
町
学
校
給
食
運
営
協
議
会

で
は
、
正
調
理
員
休
暇
の
際
に
手

伝
っ
て
い
た
だ
く
、
臨
時
調
理
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
、
学
校
給
食
臨
時
調
理
員
登

録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
後

は
、
各
学
校
で
正
調
理
員
が
休
暇

を
と
っ
た
際
に
、
教
育
委
員
会
か

ら
の
連
絡
に
よ
り
、
勤
務
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�
�
 
!

・
町
内
小
中
学
校

臨
時
調
理
員

(

随
時)

若
干
名

・
下
田
中
学
校
勤
務

(

週
２
〜
３

日
／
半
日
勤
務)

若
干
名

・
木
内
々
小
学
校
勤
務

(

週
１
〜

２
日
／
半
日
勤
務)

若
干
名

"
#①

年
齢
不
問

②
下
田
町
在
住
の
健
康
な
方

③
調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
方
、

も
し
く
は
調
理
経
験
を
有
す
る

方
④
勤
務
地
ま
で
自
分
で
移
動
で
き

る
方

$
%

学
校
給
食
の
調
理

&
'
(

町
内
の
小･

中
学
校

)
*
+

・
日
額

５
�

８
０
０
円

(

半
日
の
場
合
、
２
�

９
０
０

円)

・
８
時
15
分
〜
16
時
ま
で
勤
務

,
-
.
/

・
登
録
申
込
書

(

町
教
育
委
員
会

に
備
付)

・
資
格
の
あ
る
方
は
調
理
員
免
許

証
の
写
し

0
�
�
�

２
月
20
日

(

月)

16
時
30
分
ま
で

(

登
録
者
数
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
後
随
時
受
付
予
定)

1
2
3
4

・
登
録
に
よ
り
、
他
の
仕
事
へ
の

就
職
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
現
在
働
い
て
い
る
方
で
も
、
月

〜
金
曜
日
で
可
能
な
曜
日
が
あ

れ
ば
登
録
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・
登
録
者
が
多
い
場
合
は
、
採
用

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。



�
�
�
�
�
�
�

下
田
町
学
校
給
食
運
営
協
議
会

(

町
教
育
委
員
会
学
務
課
内)

℡
内
線
２
３
５

第
４
回
下
田
あ
き
ん
ど
祭
を
開

催
し
ま
す
。
下
田
町
と
し
て
は
最

後
の
開
催
と
な
る
た
め
、
商
工
会

員
を
は
じ
め
町
民
交
流
の
機
会
と

し
て
盛
大
に
行
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
交
流
会
参
加
に
は
前
売
券
が
必

要
で
す
。

�



２
月
11
日

(

土)

14
時
〜
20
時

�
�

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

5
6第

１
部

(

14
時
〜
17
時)

下
田
ふ
る
さ
と
芸
能
＆
歌
謡
シ
ョ
ー

入
場
無
料

①
Ｇ
Ｏ
Ｄ
バ
ン
ド(

オ
ー
ル
デ
ィ
ー

ズ)

②
下
田
町
民
舞
愛
好
会(

舞
踊)

③
キ
ン
ダ
ー
コ
ー
ル
・
す
わ
ん

(

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル)

④
中
村
純
子

(

歌
謡)

第
２
部

(

17
時
30
分
〜
20
時)

町
民
交
流
会
＆
お
楽
し
み
抽
選
会

前
売
券
３
�

０
０
０
円

・
町
内
企
業
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
あ
り

�
�
�
�
�

下
田
町
商
工
会

℡
０
１
７
８－

５
６－

２
５
１
１

�

7
8
9
+
�
:
9


�
�
�

;
<
=
>
?
@
A
B
C

;
D
E
)
F
G


H

I
!
�
J
K
�
�

L
M
N
O
P
Q
R
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�
�

２
月
３
日

(

金)

午
前
10
時
か
ら

�
�

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

�
�・

健
康
づ
く
り
表
彰

(

10
時
〜)

１�
献
血
功
労
者

２�
歯
の
健
康
優
良
児

・
健
康
づ
く
り
講
演

(

11
時
〜)

演
題

『

ス
ト
レ
ス
・
う
つ
病
予
防』

講
師

青
森
県
立
保
健
大
学

健
康
科
学
部
社
会
福
祉
学
科

教
授

大
山
博
史
氏

・
健
康
展

(

12
時
30
分
〜)

・
血
液
サ
ラ
サ
ラ
度
判
定

・
減
塩
食
試
食
コ
ー
ナ
ー

・
骨
密
度
測
定

・
体
脂
肪
測
定

・
血
糖
測
定

・
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ

要
予
約(

役
場
へ
事
前
申
込)

・
費
用
１
万
円

・
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

(

医
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士)

・
軽
体
操

�
�
	


�

保
健
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係

℡
内
線
２
２
５

お
い
ら
せ
町
ス
タ
ー
ト
ま
で
あ

と
一
ヵ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

お
い
ら
せ
町
で
は
現
在
の
下
田
町

役
場
を
本
庁
舎
、
百
石
町
役
場
を

分
庁
舎
と
し
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
住
民
の
皆
様
に
不
便
を
お
か
け

し
な
い
よ
う

｢

お
い
ら
せ
町
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク｣

を
作
成
し
毎
戸
に
配

布

(

２
月
10
日
予
定)

い
た
し
ま

す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容

等
に
つ
い
て
の
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
最
寄
り
の
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
�
	


�

企
画
財
政
課

℡
内
線
２
０
７

��

�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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��


�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�


�
�
�
�
�

毎
回
、
こ
の｢

ご
み
コ
ー
ナ
ー｣

で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
別
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
下
田

町
の
状
況
が
他
の
市
町
村
と
比
べ

て
ど
う
な
の
か
、
知
っ
て
い
る
方

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
量

の
う
ち
、
ど
れ
位
が
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
い
る
か
を
表
し
た
も
の
に

｢

リ
サ
イ
ク
ル
率｣

が
あ
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い
る
か
の

参
考
数
値
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

平
成
14
年
度
実
績
を
都
道
府
県
毎

で
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ご
覧
の
と
お
り
青
森
県
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
、
ワ
ー
ス
ト
２
位
で

す
。
青
森
県
内
で
比
較
す
る
と
下

田
町
は
大
体

｢

真
ん
中｣

位
の
順

位
で
す
。

１
人
１
日
当
た
り
の
資
源
化
量

で
比
べ
て
み
る
と
金
属
、
ガ
ラ
ス
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
全
国
平
均

と
同
じ
く
ら
い
で
す
が
、
紙
類
だ

け
は
全
国
平
均
の
半
分
程
度
の
数

値
し
か
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

全
国
の
ど
の
家
庭
の
紙
消
費
量

も
、
大
き
な
差
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
１
０

０
ｇ
位
は
、
資
源
ご
み
と
し
て
出

せ
る
は
ず
で
す
。
で
は
、
残
り
の

紙
は
、
ど
こ
に
消
え
た
の
で
し
ょ

う
？家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
資
源
ご
み

(

紙)

の
大
半
は
新
聞
・
チ
ラ
シ

で
す
。
単
純
に
考
え
て
、
新
聞
、

チ
ラ
シ
が
燃
え
る
ご
み
に
入
っ
て

い
る
の
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。
各

家
庭
の
ご
み
担
当
者
の
皆
さ
ん
、

思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？紙

を
ご
み
と
し
て
出
す
時
、

｢

青
森
県
ワ
ー
ス
ト
２｣

を
思
い

浮
か
べ
て
、
少
し
手
を
止
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

�
�
	


�

町
民
課

℡
内
線
２
２
３
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時 間 場 所 時 間 場 所

8:45 向山駅 (カワヨ側) 8:30 サークルＫ(阿光坊)

8:50 豊原集会所 8:35 下道商店 (洗平)

8:55 旧久保田商店(鶉久保) 8:40 新敷集会所

9:00 古間木山集会所 8:45 本村屯所

9:05 旧ミニストップ(住吉町) 8:50 三本木屯所

9:10 北部公民館 8:55 下田駅

9:15 村杉商店 (木ノ下) 9:00 山内商店 (間木)

9:20 木崎野荘 (苫米地) 9:05 木崎集会所

9:30 町民交流センター着 9:10 立花商店 (秋堂)

※帰りは､ 14時40分ごろ
出発予定です｡ (２台)

9:15 苗振谷地集会所

9:20 中野平集会所

9:30 町民交流センター着

時間はいずれも18時30分～20時頃

� � � �

２月14日
(火)

本村地区
コミュニティセンター伝承館

２月15日
(水) 中央公民館

２月16日
(木) 北部公民館



�� �� �� ��

す
で
に
町
税
等(

保
育
料
・
住

宅
使
用
料
含
む)
の
口
座
振
替

(

自
動
払
込)

を
ご
利
用
の
方
は
、

新
た
な
口
座
振
替(

自
動
払
込)

申

込
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
発
行
済
み
で
あ
る
納
税

通
知
書
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

町
の
納
税
通
知
書
等
と
し
て
取
扱

い
い
た
し
ま
す
。(

３
月
１
日
以
降)

�
�
�
�
�

出
納
室

℡
内
線
２
６
８

県
で
は
、
納
税
証
明
交
付
事
務

に
厳
正
を
期
す
る
た
め
、
平
成
15

年
７
月
１
日
か
ら
納
税
証
明
書
交

付
申
請
者
の
身
分
確
認
と
、
代
理

人
申
請
の
場
合
の
委
任
関
係
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
税
に
関
す
る
納
税
証
明
書
の

交
付
申
請
手
続
き
を
行
う
者
に
対

し
て
は
、
納
税
義
務
者
本
人
、
代

理
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
に
よ
り
身
分

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
時

に
は
こ
れ
ら
を
証
明
す
る
書
類
の

う
ち
い
ず
れ
か
の
提
示
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
税
納

税
証
明
書
の
申
請
に
は
、
自
動
車

検
査
証
の
提
示
も
必
要
と
な
り
ま

す
。な

お
、
納
税
義
務
者
が
代
理
人

を
通
し
て
申
請
手
続
き
を
行
う
場

合
に
は
、
実
印
に
よ
っ
て
委
任
状

を
作
成
し
、
そ
の
印
鑑
登
録
証
明

書
(

３
ヵ
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た

も
の
。
確
認
後
お
返
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３月１日に誕生する ｢おいらせ町｣ では､ ４月１日からの期限付臨時職員を次のとおり募集します｡
� ���	
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・百石町役場 総務課人事係(TEL52－2111 内線212) ・下田町役場 総務課人事係(TEL56－2111 内線203)
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３月１日に誕生する ｢おいらせ町｣ では､ 役場などで短期・短時間勤務の臨時職員が必要となった場合
に必要な期間採用する､ 短期・短時間勤務臨時職員の登録を次のとおり募集します｡
� ���	 � ���
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一 般 事 務 20名程度
役場北部出張所､ 町立図書館､ 町立学校給食センター､ 大山将棋記念館､ 国民健康保険
おいらせ病院､ 町立北部児童センター､ 町立向山児童館､ 町立秋堂児童館､ 町立木ノ下
児童館､ 豊栄地区コミュニティセンター

臨 床 検 査 技 師 １名程度 国民健康保険おいらせ病院
保 健 師 ２名程度 環境保健課､ 在宅介護支援センター
看 護 師 10名程度 訪問看護ステーション､ 国民健康保険おいらせ病院､ 在宅介護支援センター
ソーシャルワーカー １名程度 在宅介護支援センター
調 理 員 ６名程度 町立学校給食センター

� 	 � 


全 職 種 共 通 原則として百石町又は下田町の住民である方

(身体に障害
のある方)

次のいずれにも該当する方
・身体障害者手帳の交付を受け､ その障害の程度が１級から６級までの方
・自力により通勤ができ､ かつ介助者なしに職務の遂行が可能な方

一 般 事 務 高等学校卒業以上の方
臨 床 検 査 技 師 臨床検査技師の資格を有する方
保 健 師 保健師の資格を有する方
看 護 師 看護師の資格を有する方
ソーシャルワーカー 社会福祉主事任用資格又は社会福祉士の資格を有する方
調 理 員 調理師の資格を有する方

応 募 期 限 ２月10日(金)午後５時 受付は土・日曜､ 祝日を除きます

提 出 書 類
申込書 写真貼付､ 役場所定の申込書
資格証明書の写し 臨床検査技師､ 保健師､ 看護師､ ソーシャルワーカー､ 調理員希望の方
身体障害者手帳の写し 身体に障害の有る方

選 考 方 法 申込書による書類審査
及び面接試験 詳細については申込者に後日通知します

賃 金

一般事務 日額 6,000 円 ・１日の勤務時間が８時間未満の場合は､ 時給
計算で支給されます｡
・病院で交替勤務に従事する看護師は､ 月額
178,300円です｡
・その他の賃金・休暇等の詳細ついては､ おい
らせ町臨時的任用職員管理規程による｡

臨床検査技師 日額 7,280 円
看護師 日額 8,240 円
保健師 日額 8,640 円
ソーシャルワーカー 日額 7,760 円
調理員 日額 5,520 円

有 給 休 暇 有り (年次有給休暇､ 特別休暇)
任 用 期 間 ４月１日から９月30日まで 平成19年３月までにおいて期間の更新有り

� 	 $%�


一 般 事 務
百石町又は下田町の住民で､ 高等学校卒
業以上の方

看 護 師
原則として百石町又は下田町の住民で､
それぞれ資格を有する方

応 募 期 限 ２月10日(金)午後５時
受付は土・日曜､ 祝
日を除きます

提 出 書 類
申込書

写真貼付､ 役場所定
の申込書

資格証明書の写し 看護師希望の方

採 用 時 期 各職場で短期・短時間勤務職員が必要になっ
た時に､ 随時採用します｡

登録有効期間 平成18年４月１日から平成19年３月31日まで

勤 務 形 態 １日単位または時間単位での勤務です｡ 詳細
は勤務依頼の際に､ 職場と確認してください｡

注 意 事 項
登録者が多い場合は採用されない場合が有り
ます｡ 登録により､ 他の仕事への就職を妨げ
るものではありません｡

� �������

・百石町役場 総務課人事係(TEL52－2111 内線212)
・下田町役場 総務課人事係(TEL56－2111 内線203)
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下田町と百石町の合併に伴い高齢者を支える福祉サービスが､ ３月１日から変わります｡ 内容は､ 高齢者を
見守り､ 要介護状態に陥らないこと､ 状態が悪化しないことを目的とした様々な介護予防事業と､ 高齢者を介
護している家族についても､ 身体的､ 精神的､ 経済的負担の軽減を図る観点から家族介護サービスを実施して
いきます｡
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�� � 自宅から医療機関までの送迎サービス
�!"� 一般の交通機関の利用が困難で､ リフト付
きバス等でしか送迎できない方｡
�#$% 利用者負担 １時間1,000円
※３月１日からは送迎間の待機時間も料金に考慮さ
れます｡

�&'()*�+,-
�./012
�� � 既存の電話に福祉安心電話を設置し､ 24時
間の見守り体制と､ 定期的な安否確認を行います｡
�!"� 一人暮らしの高齢者 �#$% 無料
�345678��
��� 要介護度４又は５の町民税非課税世帯の在宅
の方で､ 過去1年間介護保険サービスを受けなかっ
た方の介護をしている家族の方に10万円を支給する｡
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�� � 週１回 (火又は水) 夕方､ 塩分や栄養面
に配慮した弁当を配達します｡
�!"� 一人暮らしの高齢者・高齢者世帯の方
�#$% 利用者負担額300円・町負担額450円

�LMNO�P������

�� � 家事援助､ 草刈りや除雪などの生活の援助
�!"� 一人暮らしの高齢者・援助が必要と認め
られた方
�#$% 家事援助分 １時間200円

家事援助以外 経費の２割負担

�NQR:OS��(T������

�� � 介護保険サービス外でのデイサービス
�!"� 介護認定において自立と認められた方､
その他サービスが必要と認められた方
�#$% 利用者負担額800円・町負担額3,200円

�3456$UVWX��-�YZ2

�� � おむつ・尿取りパッドを購入した際の代
金を限度額まで支給｡ (在宅で利用した分のみ)
�[M\ 15,000円～75,000円 (要介護度と町民税
課税非課税において)
�!"� 要介護度２～５の在宅の方
※利用者の方は､ ２月末までに領収書を持参して
ください｡
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�� � 週１～５回 (月～金) 昼頃､ 塩分や栄養
面に配慮した弁当を配達します｡
�!"� 一人暮らしの高齢者・高齢者世帯の方
�#$% 利用者負担額300円・町負担額450円

�LMNO�P��

�� � 家事援助・草刈りや除雪などの生活の援助
�!"� 一人暮らしの高齢者・援助が必要と認め
られた方
�#$% 家事援助分 １時間150円

家事援助以外 経費の1割負担

�NQR:OS��(T������

�� � 介護保険サービス外でのデイサービス
�!"� 介護認定において自立と認められた方､
その他サービスが必要と認められた方
�#$% 利用者負担額600円・町負担額3,400円

�3456$U�W��

�� � おむつ・尿取りパッドを対象者宅に直接
現物支給します｡
�[M\ 75,000円
�!"� 要介護度４又は５で､ 町民税非課税世帯
の在宅の方を現に介護している家族｡
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住民税の申告時期が近づいてきました｡
町では､ ２月13日(月)～３月15日(水)まで申告書の記載指導及
び申告相談を行います｡ 該当する方は必ず申告しましょう｡
この申告は､ 保育所(園)の保育料及び町営住宅料の算定､ 国民
年金保険料免除申請､ 老齢福祉年金・児童手当等の給付､ 扶養認
定などの申請で所得証明が必要な方は､ 申告をしていないと証明
書が発行されませんので､ 前年中に収入がない方でも申告をして
ください｡
また､ 国民健康保険加入者の方は前年中に所得がない場合は､
申告をすると国保税の軽減を受けることができますので､ 家族全
員分を申告してください｡
�������

平成18年１月１日現在､ 下田町に住所を有する方
※今年から65才以上の方で年金のみの収入でも老年者控除が廃止
されたため､ 年金収入額が158万円以上で所得税が源泉されて
いる方は申告が必要になります｡
���������

①平成17年中の所得が給与所得だけの方で､ 勤務先の事業所で年
末調整済みで給与支払報告書が提出されている方
②税務署へ確定申告をしなければならない方
��	
�����
�

①給与収入や年金収入のみの方
▲平成17年分給与所得の源泉徴収票
▲平成17年分公的年金等の源泉徴収票
②シルバー人材センターで働いた方
▲平成17年分配分金支払証明書
③事業所得 (営業・農業・不動産) の申告をする方は､ 収入証明
書・自家消費・雑収入などの収入と経費の領収書等を項目ごと
に集計し ｢収支内訳書｣ を作成し､ それぞれの証明書や領収書
等と帳簿等を持参のうえお越しください｡
※ ｢収支内訳書｣ の作成でわからない箇所があったら､ 申告受付
期間前に税務課か税務署で確認してください｡
申告が始まると対応できない場合があります｡
◎農業の場合は､
▲水稲・野菜 (畑作物) の収入金額のわかる出荷証明書､ 若し
くは出荷明細書｡ 葉たばこ､ 乳牛の収納代金精算書等
▲自家消費量・水稲共済金受取り明細票・作業受託料
▲経費の支払額のわかる種苗費・肥料費・薬剤費・修繕費・共
済掛け金・水利費・作業委託費・精米所費・臨時雇い費・支払
小作料・農業用機械購入等の領収書等
④一時所得
・満期保険金があった場合は､ 支払保険金等のお知らせ
⑤土地・株式等の譲渡所得
・土地を個人等に売った方は､ 売買契約書と印紙代や仲介手数
料などの領収書等
・土地を役場や新幹線用地として売った場合は､ 公共事業資産
の買取り等証明書等
・株式等の売買所得がある方は､ 特定口座年間取引報告書
⑥控 除
・平成17年中に支払った ｢社会保険料(国民年金保険料)控除証
明書｣ と国民健康保険税・介護保険料・農業者年金保険料の
領収書

※今年から ｢社会保険料 (国民年金保険料) 控除証明書｣ の添付
が義務付けられました｡
・平成17年中に支払った生命保険料・損害保険料・個人年金支
払証明書
・障害者控除を受けようとする方は､ 交付されている障害者手
帳等

⑦印 鑑
⑧所得税の還付申告をする方は､ 本人の金融機関口座番号

��	
��
次のような場合には､ 給与所得者でも所得税の確定申告をすれ
ば､ 源泉徴収された税金が還付されることがあります｡
�����������

住宅を新築､ 購入したり中古住宅を取得した方で､ 一定の要件
に該当する場合

※住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書､ 工事請負契約
書､ 登記簿謄本､ 住民票
������������

診察や治療などで､ 一定額以上の医療費を負担した場合
※領収書､ 高額療養費支払通知書､ 生命保険などからの補てん額
のわかるもの添付
・対象となる治療費は､ 前年中に支払った医療費です｡
・領収書は､ 治療を受けた人ごとに分類してから､ さらに医療機
関ごとに集計してお越しください｡
 !"#�$%&����

年の途中で退職し､ その後就職しなかったために､ 年末調整を
受けなかった方
'()�����*�&

土地や建物などをお売りになった方は､ 十和田税務署から相談
についての案内がない場合でも､ 申告の必要があります｡
��+)�*�&

３月１日の合併後においても､ 下田町の町民の方の申告受付場
所は､ 下田町役場のみとなります｡
,-���./�*�&

税務署では､ 申告納税制度の趣旨から確定申告書等の ｢自書申
告｣ を推進しています｡
税務署においても､ 申告会場を設けて､ 自分で申告書等を記載
ができるような相談体制をとっています｡
ご理解とご協力をお願いします｡
なお､ 作成した申告書等は､ 郵送等でも受付されますが､ 郵送
の場合は早めに提出ください｡
確定申告書の用紙は､ 役場税務課と北部公民館にも備え付けて
います｡
0�123 税務課(役場１階) TEL内線230

��
���
+ ) 大会議室(役場２階)
4 5 ９:00～12:00 ・13:00～16:00

※場所及び時間は全日程共通｡

※収入・経費・医療費等の領収書は､ 必ず分類し集計してお越し
ください｡
※３月１日の合併後においても､ 旧下田町の町民の方の申告受付
場所は､ 現在の下田町役場 (本庁舎) のみとなります｡
※例年､ ３月12日(日) 以降は､ 大変混雑します｡
※なるべく指定日にお越しくださるようお願いします｡
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冷え性にも原因はいくつか考えられますが､ その症状や個々の体質を元に､ 体のバランスが崩れる原因や
状態を見極め､ それを改善することで根本から冷え性を治しましょう｡

� !"� 保健福祉課 保健師 TEL内線224
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運動をするメリットとしては…
１) 血液を送り出すポンプが強くなる｡
２) 筋肉量が増えて､ 基礎代謝量が多くなり､ 熱を生みやすい体になる｡
が挙げられます｡ 生み出す熱が少なければ､ いくら厚着をしても温まらないので､
運動は ｢温まりやすい体｣ になるためにとても効果的なのです｡
�"#$%
半日や１日､ 野菜ジュース (繊維が含まれていないもの) や水分だけを取ることで､
胃腸を休ませ､ その分の血液が身体を改善するために使われます｡ また､ 断食により､
体温が高くなり免疫力が向上します｡
�&'(
冬場は38度～40度ぐらいのぬるめのお湯に20～30分､ 下半身をじっくりとつけます｡
このとき､ 手はお湯に入れないのがポイント｡
�)�(
全身にぬるめのシャワーをたっぷり浴びたら､ 42度ぐらいの熱いお湯に３分ほどつ
かる､ というセットを３～４回繰り返しましょう｡

� �
先日､ 皆さんへお届けした広報しもだお

知らせ版２月号に掲載した内容に誤りがあ

りましたので､ お詫びして訂正します｡

#$%& ８ページ 保健事業

・ハローベビールーム！ 日にち

【訂正前】 '#$()

３日 金曜 → �*� +,
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